
 

 

                         

 

「しりとりレストラン」 
中川 ひろたか∥文 山本 直孝∥絵 自由国民社 E ｵ  

実
みの

りの秋
あき

をぞんぶんに 

あじわえる 10月
がつ

。レストラン

に入
はい

って、栗
く り

を食
た

べた男
おとこ

の子
こ

。次
つぎ

に「り」からはじ

まる、りんごジュースを

注文
ちゅうもん

して…。 

「はりねずみのルーチカ りんごとれるかな?」  
北見 葉胡∥作 絵 かんの ゆうこ∥原案 講談社 E ﾊ 

散歩
さ ん ぽ

にでかけた、はり 

ねずみのルーチカ。小川
お が わ

の向
む

こう側
がわ

で、おいしそう 

なりんごが木
き

になっている  

のを見
み

つけました。りんごを取
と

ろうと手
て

を

伸
の

ばし…。 

「ぐるぐるジュース」 
矢野 アケミ∥作 アリス館 E ｸﾞ/ﾊｼﾞﾒﾃ 

まあるい形
かたち

の中
なか

になに

入
い

れる? りんご、バナナ、

みかん、いちご、ぶどう、

パイナップル。牛乳
ぎゅうにゅう

と 

はちみつを入
い

れたら、 

まわしましょう! 

「りんごがひとつ」 
いわむら かずお∥作 童心社 E ﾘ 

大好
だ い す

きな丘
おか

の上
う え

で、おやつ

のりんごを落
お

としてしまった

なっちゃん。りんごはころころと

ころがっていきます。なっちゃん

がりんごを追
お

いかけていくと、

うさぎさんに出会
で あ

って…。  

「あたまにかきのき」日本民話 
唯野 元弘∥文 村上 豊∥絵 鈴木出版 E ｱ

柿
かき

の木
き

の下
した

で昼寝
ひ る ね

をして

いた男
おとこ

の頭
あたま

に、からす

が熟
う

れた実
み

を落
お

とした。

それをそのままにして 

おいたら、不思議
ふ し ぎ

や不思議
ふ し ぎ

。柿
かき

の種
たね

から芽
め

 

が出
で

て、大
おお

きな柿
かき

の木
き

になって…。 

「どででんかぼちゃ 」 
高畠 いわさ ゆうこ∥さく 童心社 E ﾄﾞ 

かぼちゃのつるが、しゅる

しゅるとのびて、畑
はたけ

を 

葉
は

っぱで埋
う

め尽
つ

くす。 

かぼちゃの花
はな

が咲
さ

き、実
み

 

がずんずん大
おお

きくなって、どででーんと、

かぼちゃができて…。 

「まのいいりょうし」 
小沢 正∥文 飯野 和好∥画 教育画劇 E ﾏ 

どんべえさんが撃
う

った鉄砲
てっぽ う

の

玉
たま

は今日
き ょ う

も大
おお

はずれ。で

も、ひょんなことから 

いのしし、栗
く り

の実
み

、山芋
やまいも

…と、次々
つぎつぎ

に獲物
え も の

が

手
て

に入
はい

ります。「何
なん

てまがいいんだろ」 

「いちじくにんじん」 
大阪 YWCA千里子ども図書室∥案  

ごんもり なつこ∥絵 福音館書店 E ｲ/ﾊｼﾞﾒﾃ 

いちじく、にんじん、さん

しょにしいたけ、ごぼうに

むぎ、なす、はす。色々
いろいろ

な 種類
しゅるい

の 果物
くだもの

や 野菜
や さ い

が、たくさんでてきます。 

「ランスロットのきのこがり」 
たむら しげる∥作 偕成社 E ﾗ 

ねこのモンジャと一緒
いっしょ

に

きのこがりに来
き

たロボット

のランスロット。げばげば

たけ、ガイコツたけ… 

おいてけもりにはおかしな

きのこがいっぱい。 

おいしいチョロきのこを 

ようやくみつけたけれど…。 

「くだものぱくっ」 

彦坂 有紀∥作 もりと いずみ∥作 講談社 E ｸ/ﾊｼﾞﾒﾃ  

みかんのかわをむいて、

ぱくっ。バナナのかわを

むいて、ぱくっ。ぶどう

のかわも、ひとつずつ

むいて、ぱくっ。メロンは、 

ほうちょうできって、ぱくっ。りんごは、 

かわをむかないで、そのままがぶっ!  

さぁ、いちごは、どうやってたべようかな? 

「めぐろのさんま」 
川端 誠∥作 クレヨンハウス E ﾗ 

お城
しろ

暮
ぐ

らしのお殿
との

さま。

目黒
め ぐ ろ

へ鷹狩
たかがり

に出
で

かけると、

さんまを焼
や

くにおいに

気付
き づ

きます。農家
の う か

に

無理
む り

を言
い

って食
た

べた 

そのさんまのうまいこと!  

お城
しろ

に戻
も ど

っても忘
わす

れられなくて…。 

「さつまいもおくさん」 
もとした いづみ∥作 市居 みか∥絵 小学館 E ｻ  

さつまいもほりにいったら、

おいもを抜
ぬ

くとき、 

「さつまいもおくさ～ん!」

って、大
おお

きな声
こえ

で呼
よ

んで

ごらん。ずっぽっ !ほら

ほら、さつまいもおくさん  

があらわれた。おくさんは、びっくりする

ようなぼうけんをしたことがあるんだって。  

「ばばばあちゃんのやきいもたいかい」  
さとう わきこ∥作 福音館書店 E ﾊﾞ 

落
お

ち葉
ば

を集
あつ

め、たき火
び

を

はじめたばばばあちゃん

のお目当
め あ

ては焼
やき

いも。

でも、子
こ

どもたちに誘
さそ

われ、

じゃがいもやら さといも 

やら、バナナやりんごまでたき火
び

の中
なか

へ…。  

「きのこはともだち さがす・みつける・たべる」 
松岡 達英∥構成 下田 智美∥絵と文 偕成社 E ｷ  

ちょっと足元
あしもと

を見
み

てみると、

ここにもあそこにもきのこ

が生
は

えています。色々
いろいろ

な

形
かたち

、色々
いろいろ

な色
いろ

。きのこって  

こんなにたくさんの種類
しゅるい

があったのですね。  

 おいしいたべものがいっぱいのあき♪  

【あきのたべもの】 

2019年度-№7 10月のえほん 

はにゅうしりつとしょかん 

【あきのたべもの】 


